
2023年度　第51回 川副クラブ

節 対戦相手 H/A 試合結果 監　　督　　談　　話

1 ジェイリースFC A △０－０

2 ヴェロスクロノス都農 H ●０－４

3 FC延岡AGATA A ●０－２

　今週は第３節FC延岡AGATAさんとの１戦でした。連戦で昨年の上位陣との連戦が続き、苦しい戦いが予想される中勝ち点が欲しい試合でした。

　立ち上がりから攻め込まれましたがＧＫのビッグセーブや守備陣の体を張ったブロック、強度の高い守備で全員が集中して防げていたがセットプレーで２失点と悔しい結果でした。

　守備の部分ではある程度対応が出来ていたが、攻撃に関してはAGATAさんの守備が固くうまく崩すことが出来ませんでした。

　上位陣から勝ち点を奪う為には、攻撃の精度のさらなる向上が必要と痛感しました。アウェイでの連戦が続きますが、勝ち点を取れるようにトレーニングに励みたいと思います。

　最後に素晴らしい環境で試合運営頂いた、FC延岡AGATA様、審判団、宮崎県社会人連盟、BPのAGATAアカデミー、会場・配信で応援頂いた皆様ありがとうございました。

4 KAJIKI F.C. A 〇１－０

　今節はKAJIKI F.C.さんとのアウェイゲームでした。いつも通りの凡事徹底スタイルで戦おうと選手を送り出しました。

　KAJIKIさんの狙いはある程度把握していたのですが巧みなコンビネーションでハーフスペースを侵略され、被決定機が多く厳しい前半となりました。

　その中で我々らしく体を張って守り、もがいて１点取ることができ少し余裕を持ってゲーム運びができたと思います。後半は修正して無失点で切り抜けることができました。

　選手達の頑張りで今シーズン初勝利を得ることができ感謝したいと思います。

　しかし課題はまだまだ多く、試合ごとにアップデートしていけるように続けていきたいと思います。

　最後に、準備と運営をしていただいた鹿児島県サッカー協会の皆様、ボールパーソンの皆様、審判団の皆様、ご観客の皆様、KAJIKI F.C.の皆様ありがとうございました。

5 九州総合スポーツカレッジ H 〇２－０

　今節は九州総合スポーツカレッジさんとのホームゲームでした。

　ホーム開幕戦でしたので必ず勝ち、見に来てくれた人達が笑顔で帰る試合をしたいという思いで選手を送り出しました。

　やることとしては普段のベースはそのままで、そこにプラスαの作業を加えチャレンジを試みました。

　始まってみると相手の精度の高いロングボールとパワフルな飛び出しにあわや失点しかけましたが、最後まで体を張り無失点で抑え、攻撃陣もチャレンジの中で２点取ってくれて

　勝つことができ選手皆の頑張りに感謝します。

　最後に、運営をしていただいた佐賀県サッカー協会の皆様、ボールパーソンをしてくれたかわそえＦＣＵ－１５の皆様、審判団の皆様、日差しが強い中足を運んでいただいた

　ご観客の皆様、九州総合スポーツカレッジの皆様ありがとうございました。

6 日本製鐵大分 H ●０－１

　今節は日本製鉄大分サッカー部さんとのホームゲームでした。

　試合開始から両チームともに球際で厳しく戦い、インテンシティの高いセカンドボールの攻防が繰り広げられ、これぞ九州リーグというゲームだったと思います。

　後半フリーキックを決められ、０－１で敗れはしましたが選手達は勝ちを目指して最後まで戦ってくれましたし、決して下を向くような内容ではなかったと思っております。

　切り替えて前期の残り３試合我々らしく戦っていきたいと思います。

　最後に、運営をしていただいた佐賀県サッカー協会の皆様、ボールパーソンをしてくれたかわそえＦＣＵ－１５の皆様、審判団の皆様、蒸し暑い中足を運んでいただいたご観客の

　皆様、日本製鉄大分サッカー部の皆様ありがとうございました。

　第５１回九州サッカーリーグ開幕おめでとうございます。

　開催準備にご尽力いただきました、リーグ関係者の皆様・事務局の皆様、川副クラブに関わる全ての皆様に感謝申し上げます。

　１節はジェイリースＦＣさんとの開幕戦でした。

　素晴らしいスタジアム、完全アウェイの雰囲気、格上相手の試合とありがたい経験をさせていただきました。

　試合内容としては厳しい戦いになりましたが、必死に守り切り勝ち点１を得ることができました。

　最後の１ミリまで体を投げ出した守備陣、終始劣勢の状況でも相手ゴールを狙い続けた攻撃陣と選手皆の頑張りに感謝したいです。

　２節はヴェロスクロノス都農さんとの試合でした。

　個の力、組織力、運動量等多くの面で相手に劣る中なんとか食らいつこうとしましたが結果は０－４の敗戦となりました。

　この敗戦を次にどう活かすか、自分達に矢印を向けて取り組んでいきたいと思います。

　最後に、準備と運営をしていただいた大分県サッカー協会の皆様・ジェイリースＦＣの皆様・ヴェロスクロノス都農の皆様、ボールパーソンの皆様、審判団の皆様、ご観客の皆様、

　ありがとうございました。

1



2023年度　第51回 川副クラブ

節 対戦相手 H/A 試合結果 監　　督　　談　　話

7 KMGﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽFC A ●０－４

　今節はＫＭＧホールディングスＦＣさんとのアウェイゲームでした。

　立ち上がりの失点で試合運びを難しくしてしまった印象です。終始ＫＭＧさんのストロングポイントを防げずに完敗でした。

　この反省を活かし前期残り２試合に向かいたいと思います。

　最後に、運営をしていただいた福岡県サッカー協会の皆様、ボールパーソンの皆様、審判団の皆様、応援に来ていただいた皆様、ＫＭＧホールディングスＦＣの皆様

　ありがとうございました。

8 Brew KASHIMA H ●０－５

9 NIFS KANOYA FC A 〇２－１

10 ジェイリースFC H ●０－１

11 ヴェロスクロノス都農 A ●０－９

12 FC延岡AGATA H ●０－３

　今節はFC延岡AGATAさんとのホームゲームでした。インテンシティの高いAGATAさんに押し込まれる展開となり、非常に苦しい試合になりました。

　前期も試合でセットプレーから失点したので同じことを繰り返さないように注意していましたが、またもセットプレーから失点してしまい猛省しています。

　７月は連戦になりますので、連戦の最初の試合でAGATAさんと試合して課題が多く出たのはプラスの要素だと考えています。改善して次節に臨みたいと思います。

　運営をしていただいた佐賀県サッカー協会の皆様、ボールパーソンをしてくれたかわそえFCの皆様、審判団の皆様、蒸し暑い中会場まで応援に来ていただいた皆様、

　対戦していただき美味しいお土産までいただいたFC延岡AGATAさんありがとうございました。

13 KAJIKI F.C. H 〇２－０

　今節はKAJIKIF.C.さんとのホームゲームでした。このゲームの重要性、勝つ為にできる事全てを伝え選手を送り出しました。

　KAJIKIさんの強さは前期に痛感したので、構えるのではなく我々が挑戦者である気持ちをもって試合に挑みました。

　前半からKAJIKIさんのパスワークに翻弄されるシーンがありましたが、要所で体を張って防いでくれました。

　攻撃に関しても我々のストロングポイントから得点することができました。

　試合を通して選手達が球際や言動で勝ちへの執念を見せてくれましたし、思いを持ってプレーしてくれたことが勝因だと思うので選手に感謝したいと思います。

　ただ、私自身含め反省点は多くありますので改善していきたいと思います。

　試合前から続く豪雨の中での開催でしたので、皆様のご協力と応援があって試合をすることができました。

　運営をしていただいた佐賀県サッカー協会の皆様、ボールパーソンをしてくれたかわそえFCの皆様、審判団の皆様、会場まで応援に来ていただいた皆様、対戦していただいた

　KAJIKIF.C.さんありがとうございました。

　大分県集中開催は非常に厳しい２日間となってしまいました。

　格上相手との２連戦で、自分達の望んでいた結果は得ることができずに終わってしまいましたが、このレベルの相手と本気で戦うからこそ見つけることのできることも多々あると

　感じています。球際、技術、強度、駆け引き、組織力等改めて勉強になりました。

　後期開幕は残念なスタートとなりましたが、ここから巻き返しを図りたいと思います。

　運営をしていただいた大分県サッカー協会の皆様、九州リーグ関係者の皆様、運営担当の大分県のチームの皆様、ボールパーソンの皆様、審判団の皆様、暑い中大分県まで応援に

　来ていただいた皆様、対戦していただいた両チームの皆様ありがとうございました。

　佐賀集中開催１日目はBrew KASHIMAさんとの佐賀ダービーでした。

　選手たちは頑張ってくれましたが結果的に大敗し、応援に来ていただいた方々に非常に申し訳ない結果となってしまいました。この負けを無駄にせず必ず今後の糧にします。

　２日目のNIFS KANOYA FCさんとの試合は、意地を見せようと選手を送り出しました。

　先制点、追加点と我々らしくとることができましたし勝ちを目指して選手が必死に戦ってくれました。

　最後に１失点しましたが前日の事があったので勝つ事ができそれが全てだと思います。

　最後に、佐賀集中開催にあたり多くの方々のご協力があり２日間開催することができました。

　運営をしていただいた佐賀県サッカー協会の皆様、九州リーグ関係者の皆様、ボールパーソンをしてくれた、かわそえFCの皆様・Brew Kashimaレディースの皆様・佐賀西高校

　サッカー部の皆　様・佐賀東高校サッカー部の皆様、審判団の皆様、蒸し暑い中応援に来ていただいた皆様、対戦していただいた両チームの皆様ありがとうございました。

　開催に携わっていただいた全ての皆様へチームを代表し、この場をお借りして感謝申し上げます。ありがとうございました。
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14 九州総合スポーツカレッジ A 〇２－０

　第１４週　九州総合スポーツカレッジさんとの試合でした。残留の為にも、勝ち点３が必要な試合でした。

　立ち上がりに守備面で上手くいかず、後手に回り押し込まれる場面が多かったが粘り強く守備をし、少しずつボールを保持できる時間帯が増え、前半終了間際に先制することが

　出来ました。

　ハーフタイムに、選手同士でコミュニケーションをとり修正し、後半に臨みました。

　後半立ち上がりに追加点が取れ、終盤は押し込まれる時間帯もあったが、ＧＫのスーパーセーブや全員が最後まで粘り強い守備を継続し失点を０で抑えることが出来ました。

　ピッチ上の温度が４０℃近い気温の中最後まで走り切り、全力でプレーしてくれた選手たちに感謝します。

　最後に暑い中対戦頂いた九州総合スポーツカレッジ様、審判団の皆様、大分県サッカー協会様、ＢＰの柳ヶ浦高校サッカー部の皆様、大分まで応援に来ていただいた皆さま

　ありがとうございました。

15 日本製鐵大分 A △１－１

　第１５週　日本製鉄大分サッカー部さんとの試合でした。残留の為にも、順位を上にあげるためにも勝ち点3が必要な試合でした。

　立ち上がりから、相手のハードワークに後手に回る部分もありましたが粘り強く守備をし、カウンターでチャンスを作れていましたが、前半は無得点で折り返しました。

　後半立ち上がりに流れの中から得点できたが、得点後に失点してしまい、勝ち越しを狙い選手たちは最後まで走りぬきましたが、同点のまま終了しました。

　得点後のゲーム運びに課題の残る結果となりましたが、最低限の勝ち点１を得たことをプラスに捉え、次節に臨みたいと思います。

　最後に暑い中対戦頂いた日本製鉄大分サッカー部様、審判団の皆様、大分県サッカー協会様、BPの皆様、大分まで応援に来ていただいた皆さまありがとうございました。

16 KMGﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽFC H 〇１－０

　今節はKMGホールディングスFCさんとのホームゲームでした。昨季のヒリヒリした思いはしたくないので今日勝って自分達で残留を決めようと選手を送り出しました。

　前半から拮抗した展開が続き、先制点を取った方が勝つような試合の流れでした。

　ハーフタイムにオンプレーとオフプレーどちらの部分でも檄を飛ばし、再度この試合に必ず勝って残留を決めることを伝えました。

　後半もKMGさんの縦に速い攻撃によりいくつかピンチもありましたが、局面で体を張って守ってくれました。

　攻撃に関しては前期まったくチャンスクリエイトできなかった相手の強固な守備ラインの一瞬の隙を見逃さず１点もぎ取ってくれました。

　試合を通し果敢に挑んでくれたことが結果に繋がったと思いますので、選手達に感謝したいと思います。

　ピッチの気温が４０度超える酷暑の中での試合となりました。試合に関わる全ての皆様へ感謝致します。

　運営をしていただいた佐賀県サッカー協会の皆様、ボールパーソンをしてくれたかわそえFCの皆様、審判団の皆様、会場まで応援に来ていただいた皆様、対戦していただいた

　KMGホールディングスFCさんありがとうございました。

17 Brew KASHIMA A ●２－３

18 NIFS KANOYA FC H △１－１

　第１７節　vs　Brew KASHIMAさんとの佐賀ダービーでした。

　前期は０－５という大差での敗戦だった為、まずは守備の部分で負けないことを選手に伝えてゲームに臨みました。

　前半に先制し、少しづつ流れを掴みかけましたが後半に連続失点し、ATに逆転されてしまい、後半の疲れた時間帯のゲーム運びに課題が出た試合となってしまいました。

　第１８節　vs　NIFS KANOYA FCさんとの最終節でした。

　昨日の試合の反省点を踏まえて、勝ちにこだわることを伝えました。前半は押し込まれる部分も多く、耐える時間が長かったですが選手が体を張って守ってくれました。

　試合を通して選手達は集中を切らさず勝ちに向かってゲームを進めてくれましたが結果は１－１の引き分けに終わりました。

　対戦頂いた、Brew KASHIMAさん、NIFS KANOYA FCさん、２日間運営頂いたヴェロスクロノス都農さん、FC延岡AGATAさん、BPの皆様、宮崎県社会人サッカー連盟の皆様

　ありがとうございました。

　最後に各チームの皆様、九州リーグ事務局、審判団の皆様、川副クラブを応援頂いた皆様のおかげで無事にリーグを終えることが出来ました。

　川副クラブに関わっていただいた全ての皆様に感謝申し上げます。１年間ありがとうございました。
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